
　　

≪説明対象医療機関≫ ２医療機関

※　本資料は病床配分を希望する申請者が、自身の希望・意向に基づき作成したものである。

※　本資料の会議及び東京都福祉保健局ホームページ上での公開については、各申請者の了承を得ている。

　　

病床配分希望について（区南部）

資料１－３



（区南部医療圏）

（整備区分）

開設 移転（増床しない）

（病床の整備計画）

（設備整備の計画）

（雇用計画）

（想定する診療報酬）

％

（病床数）
＜現行病床数＞ ＜希望病床数＞ ＜希望病床数反映後＞

一般 296 床 一般 104 床 一般 400 床
（うち災害 54 床） （うち災害 54 床）

（うち感染症 50 床） （うち感染症 50 床）

療養 0 床 療養 0 床 療養 0 床

計 296 床 計 104 床 計 400 床
（うち災害 54 床） （うち災害 54 床）

（うち感染症 50 床） （うち感染症 50 床）

高度急性期機能 1 （病棟） 12 （床） 1 （病棟） 2 （床） 1 （病棟） 14 （床）

急性期機能 4 （病棟） 194 （床） 5 （病棟） 102 （床） 5 （病棟） 296 （床）

回復期機能 2 （病棟） 90 （床） （病棟） （床） 2 （病棟） 90 （床）

慢性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

開設予定時期 令和 3 年 8 月頃 　　　　調整済 　　　　　　　　調整中

※機能別内訳は、病床機能報告と同様
の方法で記載すること
移転する場合は、移転後の病床数を記
入すること

機
能
別
内
訳

診療科目
循環器内科、消化器内科、血液内科、腎臓内科、神経内科、外科、呼吸器外科、乳腺外科、整形外科、内科、呼吸器内科、脳神経外科、形成外科、小児科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉
科、リハビリテーション科、放射線科、病理診断科、救急科、歯科口腔外科、麻酔科、代謝・内分泌内科、神経精神科、緩和ケア科、心臓血管外科、脳神経内科、臨床検査科、腫瘍内科

整備概要

増床 移転・増床　　

病床整備は、地域医療を担うにあたって、近年、忌避出来ないものとなっている「災害」及び「感染」について機能強化を行う。
当院は、外来と急性期医療を担う１号館、透析、リハビリテーション医療と管理部門を担う２号館、健診と研究機能を担う３号館の大きく３つの建物で構成されており、各建物は、
地下と２階で接続、一体運用がなされている。
災害に関する病床は、現在、管理部門及びリハビリテーション室となっている２号館２階を改装し、専用の病棟とするが、患者の重症度に応じ、手術室や検査機器が集中する１号
館を利用することを想定、同館の病床再編も同時に行う。　感染に関する病床の整備は、現在新型コロナウイルス感染症入院重点医療機関等で、届け出ている陰圧室が８床ある
５階病棟を、感染対策を強化、安全且つ柔軟な運用が出来る様、改修する。　令和３年４月より４ヶ月の工期を見込んでおり、改修後直ちに運用を開始する予定。

※当該二次医療圏における
医療機能との整合性も踏まえ
て記載すること

令和３年度中に、１号館１階にあるＥＲを改修し、機能強化を図る予定である。　それに伴い、ＣＴ・ＭＲＩ各２台体制となっているが、補助金等も活用しながら、各３台体制とし、感染
管理に配慮しつつ多くの検査が出来る様にする。

※高額医療機器の導入など

医師は、現在、常勤８０名＋非常勤４３名（常勤換算８.１名）の体制である。　増床に向け、積極的な募集活動を行い、常勤医師９０名体制を目指す。
看護職員は、現在、常勤で３２０名程度雇用しており、令和３年４月採用については、既に新卒既卒含め７０名の内定者を確保している。
薬剤師や診療放射線技師等の医療技術部の職員は、現在、常勤で２５０名程度雇用しており、令和３年４月採用については、既に新卒既卒含め２０名の内定者を確保している
が、更なる人員確保を目指し、募集活動を行う。

※医師・看護師・その他（薬剤
師等）の採用方法・人数など

ＨＣＵ２床　　急性期一般入院基本料1　１０２床

地区医師会との調整状況

品川区東大井六丁目３番22号

病床配分希望について

開設者名 医療法人社団東京巨樹の会 開設者所在地 品川区東大井六丁目３番22号

※回復期ﾘﾊⅠ　○床など
新規開設・増床分のみ記載

（病床稼働率）
※直近の施設表の数値。新
規開設の場合は記入不要

96

病院名 医療法人社団東京巨樹の会　東京品川病院 病院所在地

※機能別内訳は、病床機能報告と同
様の方法で記載すること
移転する場合は、移転前の病床数を
記入すること

※新規開設・増床分を記載すること
増床しない場合（移転のみの場合）は
空欄にすること



出席者

令和 2 年 6 月 9 日

品川区健康推進部
健康課長　高山　崇　氏

令和 2 年 8 月 3 日

品川区医師会　浅野優会長
品川保健所　福内恵子所長
大井消防署　小林学救急係長
滝王子２部　長矢吹博救急隊
ケアセンター南大井　渡邉志津子所長
蒲池健一・新海正晴・髙木拓郎・市村小百合・仲田
浩章・國仲　良和

令和 2 年 10 月 5 日

品川区医師会　酒寄享副会長・安澤龍宏理事・山
田敏幸理事・亀山周二院長・渡辺寛院長
荏原医師会　羽尻裕美副会長
品川区歯科医師会服部秀彦会長
品川区薬剤師会加藤肇会長
品川保健所　福内恵子所長
蒲池健一・國仲　良和

令和 2 年 10 月 19 日

品川区医師会　浅野優会長
品川保健所　福内恵子所長
大井消防署　小林学救急係長
滝王子２部　長矢吹博救急隊
ケアセンター南大井　渡邉志津子所長
蒲池健一・新海正晴・髙木拓郎・市村小百合・仲田
浩章・國仲　良和

令和 年 月 日

※記載欄が不足する場合は、適宜、行の追加や高さの変更を行っても差し支えない。

※出席者欄には、申請者側の出席者のほか、了解を得られた場合は、調整相手方の出席者についても記載すること。会議形式で多数に渡る場合は主な出席者のみで差し支えない。

※調整内容（要旨）欄は、申請者が伝えた内容や相手方の反応等を中心に簡潔に記載すること

東京品川病院有識者会議にて、当院の現状を説明した上で、東京都に対し病床配分の申請を行っていることを説
明し、賛同を得た。

東京都地域医療構想調整会議品川区分科会にて、当院が東京都に対し病床配分の申請を行った内容について、
当院の概要、申請の概要、体制整備と今後の展望に分け、説明を行い、賛同を得た。

東京品川病院有識者会議にて、当院の現状を説明した上で、東京都に対し病床配分の申請を行っていることを説
明し、賛同を得た。

地域の関係者（地区医師会や区市町村等）との調整経過

調整年月日 調整内容（要旨）

当院の現状を説明した上で、東京都に対し病床配分の申請を行う旨の説明を行い、賛同を得た。



（指定状況）

東京都災害拠点病院に指定済 東京都災害拠点病院の新規指定を受ける意向あり

東京都災害拠点連携病院に指定済 東京都災害拠点連携病院の新規指定を受ける意向あり

（指定基準の充足状況）　※東京都災害拠点病院又は東京都災害拠点連携病院の新規指定を受ける意向ありの病院のみ

東京都災害拠点病院設置運営要綱の指定基準等を概ね満たしている。又は、満たす計画がある。

東京都災害拠点連携病院設置運営要綱の指定基準等を概ね満たしている。又は、満たす計画がある。

（災害医療体制の整備計画）

医療法人社団東京巨樹の会　東京品川病院

災害医療体制
整備の概要

当院は令和２年１０月１日に東京都災害拠点連携病院に指定されており、左記に係る基準は満たしている。　尚、主な整備状況
は、以下の通りとなる。
７５０kva非常用自家発電機に加え、燃料１０kl以上、貯水１５０t以上、非常食３日分が常時備蓄されている。　医薬品の院内在庫
も常時３０日程度、BCP等についても、策定済みである。　また、Ｘ線装置、ＣＴ装置については、地下の放射線検査エリアの他に１
階のＥＲに設置しており、独立して運営が出来る様、配慮している。
今後、災害拠点病院の指定を目指す計画であり、東京都福祉保健局医療政策部救急災害医療課にも意向を伝えている。
尚、現基準に照らし合わせた場合、不足しているものは、ヘリポートの確保、被災した状況を想定した地域の医療関係団体等との
訓練、必要物品の優先供給体制整備、DMATの編成等である。　関係各所と協議を行い、令和３年度中に全ての項目を満たす計
画である。
また、現在、指定基準の見直しが行われているとのことであることから、新たな基準が判明し次第、対応を行う予定である。
申請を行っている５４床については、主に２号館２階を改修し、配置する予定である。　尚、搬入される患者の重症度に応じて１号
館の各病棟を利用することや、想定以上患者搬入備え、主に健診や研究で使用している３号館を開放する等、災害規模に柔軟に
対応出来る様、体制を整えていく。　また、現在近隣で３００戸程度職員寮を確保し運用しているが、今後さらに追加し、公共交通
機関が不通となった場合に対応出来る職員の確保に努める。

※自家発電機等の保有や、災害時に概ね３日程度、病院機能を維持するための対策等、東京都災害拠点病院又は東京都災害拠点連携病院の指
定基準等に関する体制整備について、実施する事項、時期など計画の概要を示すこと。特に、東京都災害拠点病院又は東京都災害拠点連携病院
の新規指定を受ける意向がある病院は、指定基準を充足するために行う整備計画について時期と合わせて示すこと。

特例配分希望について（災害医療体制の整備）

開設者名

病院名

医療法人社団東京巨樹の会



（届出状況）

感染症防止対策加算１届出済 感染症防止対策加算１届出予定（　　年　　月）

（設備等の状況） ２０２０年９月３０日現在

感染症患者等に対応可能な施設及び設備有 （陰圧室８室、簡易陰圧装置８台、ＥＣＭＯ、透析機器、検査機器等　）

新型コロナウイルス感染症患者の診療・受入実績有（延べ外来患者数　２,４６３名（陽性３６６名）、延べ入院患者数３,４０７名（陽性２,９８８名））

（感染症患者等の受入体制の整備計画）
感染症患者等の
受入体制整備の
概要

※陰圧室等の設置、感染症指定医療機関等との連携及び院内感染対策など、感染症患者等の積極的な受入を行う体制整備に向けて実施する事
項、時期など計画の概要を示すこと。

当院は、感染症診療協力医療機関、新型コロナウイルス感染症重点入院医療機関、新型コロナ疑い地域救急医療センターの指
定を受け、地域の医療機関、感染症指定医療機関等と協力し、新型コロナウイルス感染症については、令和２年３月から９月迄
に、入院患者４０８名（内陽性者２１１名）、帰国者接触者外来患者２,４６３名（内陽性患者３６６人）を受入れている。
入院については、重症度により、陰圧室８室を有する１号館５階病棟及び、３階HCUにて対応しているが、補助事業等を利用し、よ
り機能を強化し、安全且つ多くの患者を受入れられる様整備する。　尚、申請をしている５０床については、５階病棟に配置する予
定である。
外来については、専用外来を１階ＥＲ横の専用ブースにて対応を行っているが、令和３年度中を目途に、より感染対策に配慮した
構造へ変更すべく、改装工事を行う予定である。

特例配分希望について（感染症患者等の受入体制の整備）

開設者名 医療法人社団東京巨樹の会

病院名 医療法人社団東京巨樹の会　東京品川病院



（区南部医療圏）

（整備区分）

開設 移転（増床しない）

（病床の整備計画）

（設備整備の計画）

（雇用計画）

（想定する診療報酬）

％

（病床数）
＜現行病床数＞ ＜希望病床数＞ ＜希望病床数反映後＞

一般 2 床 一般 1 床 一般 3 床
（うち災害 床） （うち災害 床）

（うち感染症 床） （うち感染症 床）

療養 0 床 療養 0 床 療養 0 床

計 2 床 計 1 床 計 3 床
（うち災害 床） （うち災害 床）

（うち感染症 床） （うち感染症 床）

高度急性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

急性期機能 1 （病棟） 2 （床） （病棟） 1 （床） 1 （病棟） 3 （床）

回復期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

慢性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

開設予定時期 令和 3 年 4 月頃 　　　　調整済 　　　　　　　　調整中地区医師会との調整状況

品川区北品川六丁目７番29号　ガーデンシティ品川御殿山１F 110

病床配分希望について

開設者名 医療法人社団　恵芳会 開設者所在地 品川区北品川六丁目７番29号　ガーデンシティ品川御殿山１F 110

※回復期ﾘﾊⅠ　○床など
新規開設・増床分のみ記載

（病床稼働率）
※直近の施設表の数値。新
規開設の場合は記入不要

150

病院名 松脇クリニック品川 病院所在地

※機能別内訳は、病床機能報告と同
様の方法で記載すること
移転する場合は、移転前の病床数を
記入すること

※新規開設・増床分を記載すること
増床しない場合（移転のみの場合）は
空欄にすること

※機能別内訳は、病床機能報告と同様
の方法で記載すること
移転する場合は、移転後の病床数を記
入すること

機
能
別
内
訳

診療科目 耳鼻咽喉科　呼吸器内科　アレルギー科　麻酔科

整備概要

増床 移転・増床　　

松脇クリニック品川は、2016年4月より2床の有床診療所として開業いたしました。鼻の専門クリニックで、慢性副鼻腔炎や好酸球性副鼻腔炎、鼻中隔弯曲症、肥厚性鼻炎、アレ
ルギー性鼻炎といった病気に対し、日帰り（1日入院）あるいは1泊2日といった短期滞在で手術を含めた治療を行っております。これらの手術は都内の病院（大学病院を含む）で
は4～7日入院で行っていることが通常です。短期滞在での手術は近年の社会状況（早期社会復帰、医療費の軽減、院内感染の軽減、手術の安全性向上）からそのニーズは高
まっており、当院でも年々症例数も手術件数も増加しております。開院以来4年間で、1,660名に対し7,278件の鼻科手術を安全に提供してまいりました。東京都やその近県のみな
らず、世界中から患者さんを受け入れております。また、昨今の新型コロナ感染症の拡大に伴い、長期の入院を伴う院内感染のリスクが問題になっており、短期滞在手術のニー
ズがさらに高まっております。以上のような社会的ニーズを踏まえ1床の増床（2床から3床へ）を計画する計画です。また、増床により、現在の病床稼働率150％を100％の病床稼
働率にすることも想定しております。

※当該二次医療圏における
医療機能との整合性も踏まえ
て記載すること

現在カンファレンスルームとして使用している部屋を改造し、病室として使用することを検討しています。現在使用している病室の隣部屋でスプリンクラーをはじめとする防火設
備、防音設備もすでに整っております。

※高額医療機器の導入など

現在、病床稼働率が150％であり、増床により稼働率を100％にする計画となります。したがって、増床後に必要とされる人員体制はすでに現体制で確保されているため、新たな
雇用は検討しておりません。

※医師・看護師・その他（薬剤
師等）の採用方法・人数など

有床診療所入院基本料６



出席者

令和 2 年 10 月 28 日

・品川区医師会副会長
酒寄　亨

・医療法人社団恵芳会　松脇クリニック品川　理事長
松脇　由典

令和 年 月 日

令和 年 月 日

令和 年 月 日

令和 年 月 日

※記載欄が不足する場合は、適宜、行の追加や高さの変更を行っても差し支えない。

※出席者欄には、申請者側の出席者のほか、了解を得られた場合は、調整相手方の出席者についても記載すること。会議形式で多数に渡る場合は主な出席者のみで差し支えない。

※調整内容（要旨）欄は、申請者が伝えた内容や相手方の反応等を中心に簡潔に記載すること

地域の関係者（地区医師会や区市町村等）との調整経過

調整年月日 調整内容（要旨）

鼻副鼻腔疾患に対し短期滞在（1日入院、1泊2日入院）にて手術を施行している。
現在まで2床の病床で、年間550症例（2016-2019、3年間平均）の手術、入院を提供しており、病床利用率は150％と高
く維持している。
昨今の新型コロナウィルス肺炎の拡大に伴い、大学病院や都立病院はコロナ病棟開設のため手術ができない状況で、
さらに長期入院に伴う院内感染のリスクが問題となっており、短期滞在のニーズがさらに高まっている。
以上の状況を医師会側に説明し、増床の必要性について理解を得られた。
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